
薪
能
く
る
す
桜
上
演
記
念 

令
和
五
年
度

「
妙
見
法
楽
連
歌
会
」
の
お
知
ら
せ 

 

梅
雨
の
候
、
貴
台
に
は
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
毎
年
八
月
六
日
に
帳
行
し
て
お
り
ま
す
『
薪
能
く
る
す
桜
上
演
記
念
「
妙
見
法
楽
連
歌
会
」』 

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
計
画
し
ま
し
た
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

記 

 

一
、
宗 

 

匠 

鶴
﨑
裕
雄
先
生
（
帝
塚
山
学
院
大
学
名
誉
教
授
） 

一
、
開
催
日
時 

令
和
五
年
八
月
六
日
（
日
）
十
二
時
三
十
分
か
ら
満
尾
ま
で
（
十
七
時
頃
終
了
を
目
指
し
ま
す
） 

 

一
、
会 

 

場 

古
今
伝
授
の
里
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

篠
脇
山
荘 

 

一
、
参 

加 

費 

無
料
（
湯
茶
・
弁
当
等
の
提
供
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
。） 

 

 

一
、
実
施
方
法 

発
句
、
脇
句
、
第
三
を
の
ぞ
き
、
お
お
む
ね
お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
順
に
事
前
に
付
け
句
を
ま
わ

し
、
当
日
は
そ
の
続
き
を
つ
け
ま
す
。
参
加
人
数
に
よ
り
「
世
吉
」
ま
た
は
「
歌
仙
」
を
巻
き
ま
す
。 

 

一
、
申
し
込
み 

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

そ
の
際
は
、
お
名
前
（
ふ
り
が
な
）、
ご
住
所
（
郵
便
番
号
と
も
）、
電
話
番
号
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号 

ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

お
申
し
込
み
の
最
終
締
切
は 

令
和
五
年
七
月
三
十
一
日
（
月
） 

で
す
。 

一
、
そ 

の 

他  
 

 

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
お
越
し
に
な
る
方
法
や
宿
泊
等
、
ご
不
明
な
点
は
お
気
軽
に
事
務
局 

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

以
上 

     

《
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
》 

 
 

 

事
務
局 

古
今
伝
授
の
里
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
所
長
・
筧
、
担
当
・
松
原
） 

 
 

 

〒
五
〇
一
‐
四
六
〇
八 

岐
阜
県
郡
上
市
大
和
町
牧
九
一
二
―
一
（
火
曜
定
休
） 

 
 

 

電
話
（
〇
五
七
五
）
八
八
‐
三
二
四
四 

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
五
七
五
）
八
八
‐
四
六
九
二 

 
 

 

メ
ー
ル 

k
o
k
in

@
c
ity

.g
u
jo

.lg
.jp

（
一
昨
年
六
月
に
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
変
更
し
ま
し
た
） 


